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寵北朝鮮労鱗党の樹究(二)北朝鮮労鱒党の結成
森
A Study 0ηKorean Worker's Parties (KWP) ， South and North 

























































































ソ述'[['-は 8月 171二j になっても姿を見せなかったことから、朝鮮総督府は呂連に治安維持のl;l~J立を超え
るという理rlIてや控準の解散を要求、また朝鮮駐屯のEJ本軍も治安維持の担当者占が寧だと主張した。米墜に






























































































































































ソ迎市は前3年ド 12)月1 に本 I出;主設主泣iへ送つた報f告今の 1ぺ1 1 で、コ:'~I 七じ以jj矧別11.:1
f 汀1.反[1民主政党、社会問体の広範なブロック(述合)を基礎とした北朝鮮のブルジョア民主l改革は、
余りに遅延して進行している、 2. (省略)、 3.最も早い臼1I寺内に北朝鮮の経済を復旧し、民族幹部を義
成する課業は、北朝鮮領 LI々 で政権を中央集権化し、朝鮮の民主活動家たちに移譲してやることを必要と
する、 4.人民民主主義運動の発}廷は、大地主の土地所有により支障を被っている。このような状況は平



















118 i茶 務 'i
朝鮮新民党の結成経緯とその政治的性格



















民民たちに依拠した。党員の50%以 i二がインテリ、事務員および I~IEIJ業だった。(1]1I1各) 1946"f3Fi 15日
現夜、党員数が11，000名だったのに比し、 i可年6月26[1現行fは26，000名に迷しJ、「党員数は急速に増え
たJのである(43)。
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ところでで、北労党iけ中iドl 央委l良i会とは別に党4本~f部1濡E の{毅執i拶執手決l行 i部fl部i日:草将蒋干子今には、 五1識{f!5、党幹部部、 扇動立括部、 労働部、
12氏自|仁社会部、財政経耳目部、が党綱領に規定されていた。ただし名古1;詳の長については詳細が不明な部
分が多い。北労党はこうして同党中央委員会政治委員会を頂点として、送、r!i(1茨城)部、TiU、職場、lj!，











































民に言論、出版、集会、演説大会、示威述動、党組織、 l加盟主Il純および信仰の I~IIII を保持すること、 9
:次官1:たちに政治的、経済的、法律的に男性と 1I点字な権利を保障して、家族および風惚 1~l1:系で封建的残浮を




























A (3) 干羽和i口11出f計i脊1絵掛奇封iはこれを r}戚i或}夜制見lZr興型幻y方7式j と名付けている O 干利i日IElI存樹 「ソ述の i初;誇知4引如日陥fí\灯鮮I下~j政L3段支〔策…一九i問刈五f年ド八一 iト
j二]-J弓1:会科学研究Jj;';33巻j;j';4)月、(東京、 1981年11月)p.119. 
(4)朝鮮人の職員をロシア人の管耳目i識が統制する組織体系が仕組まれた。これはi南一手訂t句制j刊J;i)日(





た。 行会話控文書~~ Real Group 242， Shipping Advice No .2005， Box No. 6， Item NO.1 O. 
(5)森師、前掲i!?、pp.182-186.この委員会で副委員長を務めた玄俊|織は45"F9 Jj 4 1:に係者かに白昼
公然とH背殺されたが、設蕊らしい捜査も行われなかった。これについては共産主義勢力内の派組闘
争が原12(]とする見方が有力で、ある。




業j が「建国卒業j を意味していたことは明瞭である。 r呂述亨の演説J(1945"1三8J= 16 [=1)、事1I谷





(8)長1{j'i r八月十五日朝鮮共産話組織K~i~ J.践報告，'，占 J (1945"ド11月HI)、ゎliJlf9洋共jl'fl. 注文{!I二資料集3ソウ
lレ、翰林大型校アジア文化研究所、 1993年、 ppふ10.朴容永は朝鮮共産主義述動の開始以来、紛:
J'};j~七 ';Vlf[(下労働党の研究(二)北総鮮労働党の結成 125 
続して運動に従'Fした不JH{の活動ぽを持ち、またモスクワへのfi'学等で理論的な水準においても他
者ーの;f.!1日立を許さないものがあった。
(9) 例えば f~m境外では 1":1 IiJî lJI をIj l 心に金1::1 成指導ドの偉大な抗日の軍事的行政j、延安など各地の反fi~7
活動jという評価カ1451jo12月に党q:1央を批判するrl1で記されている。著者不JVJf掠Ij:l央部斗 宗派




(l0) f反お派斗1JNち 控名(反対派に対する声明書)J 晩、'j':放日 19451ド11月51:10
(11 )この版、米軍機がJI~米してその旨を記したビラを K7;ぞから散布した。森!日、 flÎj払jt一号、 p.266.
(2) 'I;iJl寺の EIql報;の記事を引用して f党再建史を再建縦続とだけ記述し、折、;ぷ永で、始まりキト;長永




(14) j主j'関東、μ也i成に上I~~ した米fp:は、そこに f}H ;.iif上の (de facto)独立Jを見出した。 EGrant.Meade， 
Amedcan MjJjtary Govθrnmθnt In Korea (New York King' s Crown Press， Columbia 
University， 1951) ラ p.53.
(15)これについては主!日1':t)を参照されたい。森白「枠制反共主義olQ!金主力形成過程刊 闘を 研究一
ユ 1;1'1際政治史的起源斗 諸特徴一(韓国&共主義イデオロギー形成過程誌にi諒する研究ーそのIml際
政治史的起源と諸特徴一)J 劉斗 幽際政治(韓間と国際政治) '1i 5巻!A:}2 -~} [通巻10;子〕、
(ソウlレ、 1989年12FJ)、 pp.182-183.
(16)米惇政は45'r]e1 OPJ 5 EI、'i序回民主党の有力な人士を「米"1政長顧問会議Jのメンバーとして任命し
た。森!日、J)i掲首、 p.293.そもそも米"1は上限前から [:1本市の流す反共主義的なラジオ放送を通じ
てソ述に対する持戒心を抱いていたという。 B.Cumings，The OrIgIns of the Koreaη War-
UberatIon and the Emergence of Separate RegImes 1945-1947… (Princeton， New Jersey 
Princeton University Pressう 1981)， pp.127-128. 
(] 7)神谷、前:r1il 、pp.27-28. 朝鮮共産挺不安南道委員yu[ fij引鮮共産?去三1':南道第一次代表大合報告
演説J(19451F12月25[1)、 l船長Jf朝鮮共産拡文f!1:資料集 p.65
(18)これはモロトフ宛に送られた報告古の写本で、 1945主ド12)j25日付でロジョブスキー河志 (T0 B-
ap羽 rnyn030BCKOMY C.A.)宛にソ述赤京総政治局長名義で送られたものによる。
C刀PABKA-JI，OK刀AJI， 0 刀OflJ1TJ1l.fECKOJ1 刀O刀O)KEHJ1E B 
CEBEPHOfJ KOPEE (調査報告吉 北朝鮮における政治'Ii'勢)， p.3. 以下、いわゆる
『ロシア政府‘文芸むの再引用の|擦には邦訳名を掲げる。
(19) 1946年7月末頃に書かれた執筆者不明のこの資料には全体のタイトルがないので、その記述部分の
ある第2京につけられた小タイトルを:j:1ilげる。 2. no刀 UTUqeCKUe napTUU U 
。σme C T B e H H bI e 0 p r a H U 3 a L( U U C e B e p H 0 f K 0 p e U U七朝!r.~(:の
政党と社会出体)、 p.92.
(20)“五道抵員及熱誠者J{結合大合合議録"、 9rJ13日、治5[L潟地I緩委員合、 f岳会 路線(正しい路線)J、
民衆新聞社出版部縛FlJ、金雨被・李底納・ j!Ut.洪九編羽現代史資料i笠間 11 (1945~1948) 、ソ
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ウル、 トルベゲ、 pp.460-474







(24) r，tlf.雪野縮i 日成将軍讃鴎特Jli:t ♀e.]E] 太陽(我らの太陽)不壊、北朝鮮懇術指抑制説、 1946"F.
Real Group 242， Shipping Advice No. 2012， Box No. 1 ， Item NO.l 00. 
(25)この詳紛!な分析は次を参j認されたい。手111春樹「ソ述の朝鮮政策一一九四五年十一月~一九四六年三







(28)金1成 f北部i;則前完工作斗 錯誤斗 itV(話IjoJl 主1"5]4 -iQJt北部!(¥刊行tirJ:T央第三次擁大執行委員
伶斗iλう 報告…(北部~jiQ打!.(íõ工作の錯誤と欠点について一関鮮共J1i~ ']ft北朝鮮分j中11 !f-1:第三次拡大執行委
員会で報告一) E] 政治路線及常事業総*!~f 斗 決定(党の政治路線および党事業総結と決定) J.託
(一)、平壌、正路干上出版部、 1946"同月、 pp.3-8.討議接文京 RealGroup 242， Shipping 
Advice No .2013， Box No.l， 1tem NO.137. 
(29) fji掲「調査報告書 北朝鮮における政治'情勢Jp.4. 
(30)金1::1成、 fjIj掲報告、法文献集(一)、 p.9.
(31)決定の邦訳文は、「米英ソ三三|五|モスクワ協定(絞粋)J (l945{FI2JJ27rl)、神谷、前掲示!?、 p.250.





(34) 浮正jJg南北朝鮮キリスト敦史論3 東京、 11 本~;l;努教 [JIIH Il反応、 1982年、 pp.187-194. 
(35) fjiH封印司君主報告書 北朝鮮における政治2情勢Jpp.与10









業所、水力設屯所、銀行 実 7]叫 封象吾会 北'iVJfff:臨時人民委員合外i移譲さトァ]i二 苦 北
朝鮮駐屯 蘇Jf詩情司令部代表者号斗 決定;I} (1~14ç出家の所有だった工場、:企業所、水力発屯所、
銀行およびその他の対象を北朝f[l~臨時人民委員会に移譲することとした北朝鮮駐屯ソ述取司令部代
表:者ー たちの決定書)J 1946年10)]301::1、闘土統一説調査研究室?蘇Jf第ヰ 北韓ヰEj It*J係 -1945~
1980-; ソウル、 1987年11FJ 、 pp.55~56.
(38)金1成 rFliiRi 内情勢斗 岱I偏見:業J刊 闘を 決定者一初共北朝椛分}訪中央第問次ig;大執行委
H1合斗!λf 決定一(r 1=1 r'!Îjの党内情勢と当剖の課業j に I~Iする決定書…朝鮮共産党北朝鮮分局第四次
拡大執行委員会で決定一)J、法文!結集(一)、 p.20，23.
(39) 'iVJ鮮民主主義氏核戦線事務局編纂?朝鮮解放年報 1946年版、ソウル、文友印書館、 1946{f、
p‘146. 彼らは再びql司へ反ってr!1s!内戦に参加し、後日の朝日作戦争で散も熟練した兵 Lとして先
i却を切って市中Vlf(.l洋地域へ進t守きすることになる。
(40) 早くも解放後の4 ヶ JJIIIJで半壊の rilit~部の工作過程でtín 次の q1lfil共産党から我が党に転党した




"j': 8)j 2111と記され、者名もある。 UK/BK口/6 (全ソ述邦共産党/中央委員会/ボルシェヴィキ)、
TOsapl1wy CYCJ10BY M.A. (スー スロフ同志宛)、 B.CA口O:>KHI1KOB (サボジ
ュニコフ)、 p.l.以下、このt1s1を「スースロフ資料j として引用する。
(43)前兆Jr北朝鮮の政党と社会間体j、p.105.
(44)清手放1幸fH1 946"j'-3 J22、23110 







U~jj (ー )、ソウル、 1m土統一10/6、1980年、 pp.11-85.
(48) IHU: 、pp目81-82.どうしても個人が特定で、きない委員については、朝鮮名を奇訳した。これらの
の特定作業は、今後の研'先諜題としたL、。
(49) jfiL[二出、 pp.25-26， 33. 
(50) 1司ヒ在、 pp.58-59，63. 
